
第73回日本栄養・食糧学会大会 発表報告 

（2019年5月 17日（金）～19日（日） 静岡県立大学） 

 

修士 1年生1名、学部4年生2名が第73回日本栄養・食糧学会大会で学会発表を行いまし

た。学生の感想も含めてご報告します。 

 

 発表演題 

李 佳（修士1年生） 

「米飯摂取とインスリン抵抗性・感受性との関連：東温スタディ」 

 

藤田 彩（学部4年生） 

「中高年における食物繊維摂取量と体組成との関連：東温スタディ」 

 

松田 真奈（学部4年生） 

「中高齢者におけるビタミンA摂取量と体組成との関連：東温スタディ」 

 

 

 感想 

 

李 佳 

「私は学生として日本栄養・食糧学会大会に参加させて頂きました。学会においてプレゼン

テーションを行いました。聴講者の意見・質問は、自分の研究や人生において有意義な経験

となりました。」 

 

 

藤田 彩 

「学会には、これまでの自分の学びの集大成として、論理的な質問や議論が飛び交う場を経

験することで自分の糧にしたいという思いで参加しました。質疑応答では、長年専門的な研

究をされてきた方々に様々なご意見をいただけたので、自分の研究をより実りあるものにで

きるよう、今回見つかった課題を今後に活かしていきたいです。また、どの演者さんも非常

に堂々とした発表をされているのを見て、私自身、もっと自分の研究に誇りと自信を持ち、

最後までやり遂げていこうという気持ちになりました。学会発表を通して、研究は1人で

はできないことを身に染みて感じ、サポートしてくれる先生や、支えてくれる仲間がいてこ

その研究だと改めて感じました。」 

 

  



松田 真奈 

「この学会で私は、『中高齢者におけるビタミンA摂取量と体組成との関連』について発表

しました。今回で2回目の学会発表でしたが、食に関する専門知識が豊富な先生方を前に

発表することはとても緊張しました。質疑応答では、先生方からの質問に対して的確に答え

ることができず、私の勉強不足を実感し、今後の課題を見つけることができました。また、

学会を通して、自分の研究内容について違う視点で考え直すことができたと感じました。こ

の経験を、今後の卒論発表や学会発表に生かしていきたいと思います。」 

 

 

 


